
日本香粧品学会誌　Vol. 49, No. 1, pp. 8–14 （2025）

〈教育セミナー〉

第49回教育セミナー（2024）・「皮膚から“情報”を得る～ヒトの皮膚こそデータの宝庫～」
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Abstract
A dermoscope consists of three main elements: 1) about 10× magnification, 2) observation under bright lighting, 

and 3) removing surface reflections to observe the internal structures and color in the skin. There are two methods for remov-
ing surface reflections: 1) using gel or 2) using orthogonal polarizing filters. Dermoscopes are extremely useful as instru-
ments for non-invasively observing skin findings that are invisible to the naked eye. They are used in routine dermatological 
practice to observe all skin abnormalities in detail.
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1. は じ め に

ダーモスコピーは当初，色素性皮膚病変の診断に使わ
れ，現在ではあらゆる皮膚疾患の観察に用いられるよう
になり，診断，治療効果判定，適切な生検部位の判断，
などに極めて有用性が高い非侵襲的検査である。ダーモ
スコピーには，10倍程度の拡大，明るい照明下で観察，
無反射で皮膚内部を観察という3つの要素が含まれる。
つまり，拡大することで肉眼よりも微細な構造物を認識
できるようになり，明るい照明を使うことで，皮膚内部
の観察を容易にし，無反射条件を作ることで，表面の凹
凸を除去して表皮および真皮浅層の構造を明確に観察
できるようになる。無反射条件を作る方法には2通りあ
り，1つはジェルを用いる方法，もう1つは直交する偏
光フィルターを用いる方法である。また，最近ではジェ
ルタイプと偏光タイプの違いについても明らかにされ，
たとえば基底細胞癌などに見られる白色光輝性構造は偏
光タイプのみで観察されることや，脂漏性角化症で見ら
れる稗粒腫様囊腫はジェルタイプでよく見えることもわ
かってきた。

2. ダーモスコピーの原理

ダーモスコピーで最も重要な要素は無反射による観察
である。肉眼やルーペでの観察では表面反射を主に観察

するため，角層の凹凸による情報が多くを占め，その奥
にある表皮や真皮浅層の構造は見えにくい（Fig. 1左）。
そこで，皮膚表面にジェルを垂らして，ダーモスコープ
のガラス面で圧迫することにより，ジェルが凹凸を埋め
表面が平らになって，内部への光の進入が容易となる。
これは海や川で用いる箱メガネと同じ原理であり，光学
的に均質な表面となることで水中の魚や水底の観察が容
易となるのに似ている（Fig. 1中）。
一方，偏光タイプのダーモスコピーでは，直交する

2枚の偏光フィルターを用い表面での乱反射を1枚目と
直交する2枚目の偏光フィルターでカットし，生体内
で反射した光線のみを抽出して観察することができる
（Fig. 1右）。この原理は，ほぼ水で構成される生体の内
部で反射した光線が「屈折率の大きな水中」から「屈折
率の小さな空気中」に出るときに光波の振動方向が90
度回旋するという物理的な性質を利用することによる
（Fig. 2）。

3. メラニン色素の皮膚での分布による色の見え方の違
い

メラニン色素は，表皮基底層に一定間隔で分布するメ
ラノサイト（色素細胞）により産生され，通常は表皮基
底細胞の核上に分布して，紫外線から表皮角化細胞の
DNAを守るという役割を果たしている。したがって紫
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